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５
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跡
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６
　
遺
跡
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代
　
平
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中
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―
現
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
等
院
は
、
永
承
七
年

（
一
〇
≡

一
藤
原
頼
通
に
よ
り
宇
治
別
業
が
喜
捨

さ
れ
て
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
あ

る
。
現
存
す
る
阿
弥
陀
堂

（鳳

凰
堂
）
は
、
翌
天
喜
元
年

（
一

〇
五
三
）
に
落
慶
供
養
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀
堂
を
取

部
　

巻
く
池
を
中
心
と
し
た
庭
園

勅
は
、
浄
土
庭
園
の範
と
し
て
一

潮

九
二
二
年
に
国
の
史
蹟
名
勝
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

長
い
歴
史
の
中
で
度
重
な
る
改
修
を
受
け
て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も
創
建
時
の

姿
を
留
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
現
護
岸
の
修
理
を
契
機
と
し

て
、
平
等
院
庭
園
保
存
整
備
事
業
が
計
画
さ
れ
、　
一
九
九
〇
年
よ
り
発
掘
調
査

を
重
ね
て
い
る
。

今
回
紹
介
す
る
木
簡
が
出
土
し
た
第
七
次
調
査
で
は
、
鳳
風
堂
背
面
南
側
に

あ
た
る
尾
廊
か
ら
南
翼
廊
前
端
ま
で
の
地
区
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
平
安
時
代

の
遺
構
は
良
好
に
遺
存
し
て
お
り
、
創
建
当
時
は
堂
の
大
き
さ
ほ
ど
の
穏
や
か

な
中
島
、
壇
正
積
基
壇
上
に
奪
え
立
つ
翼
廊
と
い
う
、
現
在
と
は
全
く
異
な
る

姿
を
呈
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
南
翼
廊
か
ら
南
岸
の
池
底
に
か

け
て
複
数
の
柱
穴
を
検
出
し
た
が
、
こ
れ
ら
は

『洞
院
摂
政
記
』
の
記
述
か
ら

反
橋
橋
脚
跡
と
理
解
で
き
た
。
橋
脚
は
三
回
以
上
の
架
け
替
え
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。

木
簡
は
、
こ
の
橋
脚
の
柱
穴
の
う
ち
、
二
回
目
な
い
し
三
回
目
の
架
け
替
え

期
の
柱
穴
三
カ
所
か
ら
出
土
し
た
。
木
簡
は
柱
を
抜
き
取
っ
た
後
に
流
入
し
た

砂
質
土
中
に
包
含
さ
れ
て
お
り
、
池
底
面
よ
り
約

一
〇
伽
下
か
ら
ま
と
ま
っ
て

出
上
し
た
。
柱
穴
底
か
ら
の
出
土
は
な
い
。
共
伴
遺
物
に
は
土
師
器
皿
片

一
点

が
あ
る
。
小
片
の
た
め
時
期
は
確
定
で
き
な
い
が
、
お
お
よ
そ
中
世
に
属
し
、

江
戸
時
代
に
降
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
木
簡
の
年
代
に
つ
い
て
も
、
出

土
地
点
が
現
代
も
機
能
し
て
い
る
池
中
で
あ
る
こ
と
や
、
木
簡
自
体
が
流
入
物

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
期
決
定
の
積
極
的
な
根
拠
は
欠
く
が
、
お
お
む
ね
中
世

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



木
簡
は
、
同

一
規
格
の
多
量
の
薄
板
に
経
文
を
記
し
た
柿
経
の

一
部
で
あ
る
。

点
数
は
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
墨
痕
の
あ
る
も
の
を
含
め
て
数
十
点
に
の
ぼ
る
が
、

ほ
と
ん
ど
が

一
五
剛
×
五
鰤
程
度
の
小
片
で
あ
る
。
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(4)ω
は

『観
無
量
寿
経
』
勢
至
観
の

一
節
で
あ
る
。
上
下
端
及
び
左
側
面
を
折

損
し
て
い
る
が
、
原
形
は
短
冊
状
で
②
Ｏ
と
同
形
状
と
考
え
ら
れ
る
。
厚
さ

○

・
五
血
と
非
常
に
薄
い
。
墨
痕
は
比
較
的
明
瞭
に
残
っ
て
い
て
、
片
面
に
六
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文
字
が
判
読
で
き
る
。
七
文
字
目
は
経
文
か
ら
、
「菩
」
と
推
測
で
き
る
。

②
①
は

『無
量
寿
経
』
の

一
節
で
あ
る
。
②
は
上
下
端
を
折
損
し
、
左
右
両

側
面
は
下
部
近
く
の
四
二
ｍｍ
分
が
遺
存
し
て
い
る
が
、
側
面
に
特
に
加
工
は
み

ら
れ
な
い
。
墨
痕
は
比
較
的
明
瞭
で
、
文
字
は
片
面
の
み

一
大
文
字
が
観
察
で

き
る
。
①
は
上
下
端
を
折
損
し
て
い
る
が
、
短
冊
状
の
形
態
を
よ
く
留
め
て
お

り
、
今
回
出
土
し
た
柿
経
の
中
で
は
最
も
遺
存
状
態
が
良
い
。
こ
れ
に
も
側
面

の
加
工
は
み
ら
れ
な
い
。
墨
痕
も
よ
く
観
察
で
き
、
文
字
は
片
面
の
み

一
五
文

字
が
観
察
で
き
る
。
文
字
数
を
揃
え
て
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
る
と
、
少
な
く

と
も
も
う

一
文
字
は
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ω
ｌ
①
の
他
に
墨
書
の
あ
る
小
片
が

一
〇
点
あ
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
形
状
や

文
字
の
記
さ
れ
て
い
る
位
置
な
ど
か
ら
、
ω
ｌ
①
と

一
連
の
柿
経
の
断
片
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
文
字
の
判
読
で
き
る
の
は
、
⑭
⑬
の
二
点
の
み

で
あ
る
。
い
は
上
下
端
と
右
側
面
を
折
損
し
て
い
る
。
墨
痕
は
比
較
的
明
瞭
に

残
っ
て
い
て
三
文
字
観
察
で
き
る
が
、
中
央
の

一
文
字
の
み
判
読
で
き
た
。
働

は
上
下
左
右
と
も
折
損
し
て
い
る
。
墨
痕
は
比
較
的
明
瞭
で
、
二
文
字
が
観
察

で
き
る
。

な
お
、
経
文
の
出
典
及
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
平
等
院
の
神
居
文
彰
住

職

・
西
村
恵
祥
氏
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
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田
直
子
）
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